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　コーヒー、サンバ、カーニバルと言った典型的なブラ
ジルのイメージからかけ離れた小さな市が南部リオグ
ランデ・ド・スル州（RS 州）に存在する。ノーヴァ・ペ
トロポリスである。州都ポルト・アレグレから北へ 90
㎞（クルマで１時間 20 分）のところに位置する。セー
ハ・ガウーシャと呼ばれる南部の高原、標高 700m の
町である。まず本稿に挿入し
た金髪の子供たちの写真をご
覧いただきたいが、彼らは外
国人ではなく全員ブラジル人、
地元のドイツ移民の子供たち
である。ブラジルへのドイツ
移民は 1824 年に南部 RS 州
のサン・レオポルドから始ま
り、本年で 200 周年を迎える
が、ノーヴァ・ペトロポリスへの移民は 1858 年から
始まった。既に 170 年近くの歴史があり、現在、人口
約 2 万人の 90％がドイツ移民の子孫である。今でもド
イツ語を話す住人が多い。街の中心に移民村公園があ
る。ここで典型的なドイツ料理から当時の伝統的な木
骨造りの建物までゲルマン文化について学ぶことがで
きる。ところで、今から 30 年ほど前、この公園の奥に
ひっそりと相撲の土俵があった。それは、ノーヴァ・ペ
トロポリスに移住した 1 世の方が造ったものであった。
筆者は 1990 年代のポルト・アレグレ駐在時代にその方
を訪ねたことがあったが、当時、ブラジル人も参加し
た相撲大会も開催しているとのことだった。こんな山
の中にも日伯友好の絆がある
と感心した記憶がある（その
後、土俵は撤去されたが、RS
州の相撲選手権は現在も続い
ていて、昨年5月に第 61回と
してポルト・アレグレ近郊のエ
ステイオで開催されている）。
　ノーヴァ・ペトロポリスは
セーハ・ガウーシャの庭園とも呼ばれ、市の中心のフ
ローレス広場では色鮮やかな季節の植物と花壇が常に
その美しさを保っている。特にクリスマスのころの紫
陽花は人々を魅了する。こうした自然及び移民が残し
た歴史・文化遺産が組み合わさって、年間を通じて様々
なイベントが開催されている。「セーハ・ガーウシャの
庭園の夏」、「フェスティマーリャ（二ットウェア見本
市）」、「国際民俗フェスティバル」、「春祭り」、「オクトー
バーフェスト（10 月のビール祭り）」、「セーハ・ガウー
シャ庭園のクリスマス」などである。こ
れから春に向かい、あっという間に夏の
クリスマスという幸せな季節を迎える。
ノーヴァ・ペトロポリスも今年 4 月末
からブラジル南部を襲った大洪水で大
きな被害を被った。今後、復興が進み、
一日も早く市民が笑顔で当たり前の日
常生活を取り戻せるよう心よりお祈り
したい。

高嶋尚生（協会監事）

写真＝永武ひかる
「表紙のひとこと」
「全身に響くサンバ、躍動するリズムと
肉体、華々しい衣装。美の競演たるやリ
オのカーニバル。パレードに連なる大き
な山車にも目が釘づけに。創意工夫に満
ちたデザインに仕かけ、壮大なテーマを
語る動く大舞台。まさに『百聞は一見に
しかず』」
永武ひかる : ブラジル撮影約 30 年、著作に
写真絵本「世界のともだち 3 ブラジル」（偕
成社）等。www.hikarunphoto.com 
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ブラジル・ナウ

ブラジルと広島の交流を推進するため 1969 年に創立。在広島ブラジル人との多文化共生社会を支援し、
ブラジル広島文化センター（県人会）と県、市ほか関係市町村と連携を取りながら活動している。法人
会員 75、個人会員 80。田中秀和会長（6 代目、2020 〜）は、在広島ブラジル連邦共和国名誉領事。

広島日伯協会

総会で役目確認、懇親会で笑顔も
文化面でも活動を活性化

　広島日伯協会は 7 月 1 日、市内ホテルで理事会及び総会を
開き、昨年度の事業・会計報告、本年度の事業・予算計画を発
表、承認された。
　田中秀和会長は冒頭、「コロナで数年しっかりした事業も行
えなかったが、これからしっかりと広島とブラジルをつなぎ、
在広ブラジル人への支援を行っていきたい」と力強く語り、協
会の役目を改めて確認した。
　本年度はブラジル在住の映像作家の作品上映会を開催するな
ど文化面での活動も行っていく。なお 2025 年 1 月にはブラジ
ル日系学校の生徒たちの大型訪問団も受け入れ交流も図る。
　総会後には、ブラジルに訪問歴のある県会議員らも参加した
懇親会が開か
れた。長年協
会 活 動 に 関
わった人たち
のひさしぶり
の 参 加 も あ
り、それぞれ
のテーブルは
大いに賑わっ
ていた。

た夫婦円満の秘訣など、ふたりの掛け合いに会場は終始和やか
な雰囲気に包まれていた。
　地元紙で告知があったこともあり、二人の同級生も駆けつけ、
期せずして同
窓会ともなっ
た。村上夫妻
は「色々あっ
たけどブラジ
ルに行ってよ
かった。こう
して故郷にも
帰れて幸せで
す」と満面の
笑みを浮かべ
ていた。

ブラジルフェスタ開催！
中国地方各地からの訪問も

　「ブラジルの人 & 音 & モノたちに囲まれる一日」と題し、ブ
ラジル雑貨や食、音楽などを楽しむイベントが６月、市内イベ
ントスペースで開かれた。
　食材や雑貨、美容商品などを売るブースには人だかりができ、
音楽スペースでは、ボサノバやパゴージなどが演奏され、さな
がらブラジルの街角の雰囲気を醸し出していた。終盤には、会
場を巻き込んだダンスパーティとなり多くの笑顔がはじけた。
イベントを企画した山戸邦子さんは「島根や山口からも来てく
れた人もいる。喜んでもらえよかった。これからも定期的に開
催していきたい」と喜んだ。
　会場を訪れ、カイピリーニャも楽しんだ伊集院健さんは「ほ
んとにみんな明るいし元気ですね〜」と目を白黒させながら、

「いつか行ってみたい国の一つになりました」と話していた。

広島からTudo Bem? 拡大BRICS、
インドのブラジルへの期待中・ロ抑制で共同歩調は？

　2024年 10月下旬にBRICS 首脳会議がロシアで開催さ
れる。イラン、アラブ首長国連邦（UAE）、エジプトなどが
加わった拡大BRICS初の首脳会議となる。これまで過半を
占めていた民主主義国家が一気に少数派となり、ブラジルの
国際社会での立ち位置を懸念する声も強い。
　ブラジル外交が中国・ロシア寄りになっているとの見方に
拍車をかけたのは、ウクライナ問題への対応かもしれない。
中国は5月、ブラジルとともに独自の和平案を提示した。ロ
シアが招かれなかった6月のウクライナ平和サミット（開催
国スイス）に中国は参加せず、ブラジルも駐スイス大使のオ
ブザーバー参加にとどめた。サミットの共同声明に署名した
拡大BRICS加盟国はなかったが、民主主義国家であるイン
ドや南アフリカからは閣僚級や元閣僚が参加している。
　本コラムでは、BRICS でのブラジルの振る舞いを考察す
るため、経済成長著しいインドの思惑を取り上げる。

民主主義と多元性の共有

　インドのシンクタンク「途上国研究情報システム（RIS）」
のサチン・チャトゥルベディ所長（中銀理事）は、インドと
ブラジル、南アの民主主義以外の共通点として、「平和を愛
する多元的な社会であること」をあげる。ブラジルと共有す
る懸念としては、不平等、貧困、生物多様性を指摘する。
　BRICSの決定は総意に基づく。同所長によると、BRICS
には説き伏せる側に回るメンバーやその手助けをするメン
バーがいるが、「他のメンバーからの反対があるため、いか
なるメンバーも単独で支配することはない」という。中ロの
行動を抑制し、グローバルな秩序を守るため、「インド、ブ
ラジル、南アの役割は重要であり、G20に加え、BRICSで
もブラジルや南アとの関係強化を望む」と強調する。
　ブラジルとインドを比べると、拡大BRICSに対する警戒
論の根拠に違いがあると筆者は考える。
　ブラジルの立場から言えば、その影響力が相対的に低下
し、中ロ色が強まり、米欧との距離が拡大することが問題点
として想定できる。ただ、カンピーナス州立大（UNICAMP）
でBRICSネットワーク大学のコーディネーターを務めるブ
ルーノ・ジ・コンチ博士（経済学）は、こうした議論は「外
交領域のものであり、経済領域にはない」と指摘する。

強まるイスラム色、複雑な国際関係

　いまのブラジルで左派・右派を問わずに一致できるのは、
貿易への配慮である。ブラジルの2023年の輸出総額に占め
る対中シェアは 30.7％と 2位米国の 11.0％を大きく引き

離す（UN Comtrade から算出）。世銀WITS によると、ブ
ラジルは2021年に461憶ドルの貿易黒字を計上しており、
国別では対中黒字が344億ドルに上る。これに対し、対米
では101億ドルの貿易赤字である。
　米国はブラジルの主要輸出品である大豆、トウモロコシ、
食肉、石油の生産・輸出大国であるため、ブラジルから米国
への輸出は中国に比べると限界があるが、そうした商品を米
国から買いたくない中国はブラジルからの調達を増やしてき
た。この結果、ブラジルにとって中国は上得意のお客さんに
なっている。商売人国家としての伝統があるブラジルが中国
との関係維持に腐心するのは当然である。
　一方、BRICS の新メンバーをみると、インドにとって
BRICSの拡大は権威主義色のみならず、イスラム色の強ま
りも意味する。インドは国内のイスラム急進派と彼らを支援
するパキスタンの動向に神経をとがらせている。インドとの
国境紛争を抱える中国はパキスタンと友好関係にある。こう
した外部のアクターが自国の価値観を破壊する可能性に対す
る警戒心は、ヒンドゥー色の濃い与党BJPを基盤とするモ
ディ政権に根強いと考えられる。
　新メンバーとの関係構築にあたってインドが特に気を配る
べき相手はイランであろう。イランはイエメンの反政府勢力
フーシ派を支援しており、紅海での危機の源になっている。
チャトゥルベディ所長は「中ロはイランと親密である。我々
はこれら3つの国に働きかけて、グローバルな倫理観と価値
観を確実に追い求めなければいけない」と語る。その過程で
インドがブラジルや南アの役割を期待していることは間違い
ない。

首脳会議で問われるルーラ大統領の手腕

　ブラジル自身も中ロ寄りと受け止められることを歓迎して
いるわけではない。日本との関係強化の動きにその考えの一
端が現れているかもしれない。5月の岸田文雄首相の訪伯に
続き、11月にはリオデジャネイロでG20首脳会議が開かれ、
2025年にはルーラ大統領の訪日が予定されている。日本と
の頻繁な首脳外交が展開されている背景として、日本の外務
省関係者は「中ロ寄りとみられないよう、日本との交流を重
視している側面もある」と分析する。
　ただ、今後さらに加盟国の増加が見込まれるBRICSにお
いて、ブラジルの埋没や拡大BRICSの瓦解といった事態も
考えられる。それを回避したいのであれば、ルーラ大統領は
インド固有の事情に配慮しつつ、中国との距離にも気を付け
る必要があるだろう。

松野哲朗（中大・神奈川大非常勤講師）

▲いつも元気で笑顔を絶やさない村上夫妻

▲会場で参加者らが記念撮影

「写真結婚」を語る
ブラジル文化センター村上副会長夫妻

　一度も婚前に会わず、写真と文通などで結婚を決めるいわ
ゆる「写真結婚」で結ばれ、サンパウロに約 60 年住む村上佳和・
ことじ夫妻が帰国のおり、市内カフェでトークイベントを行っ
た。結婚の経緯や移住当時の生活などを振り返り、約 40 人の
参加者は熱心に耳を傾けていた。
　冒頭、堀江剛史当会理事がブラジルへの日本人移住の歴史
を解説、「移民県広島」の深い関わりを振り返った。
　1941 年生まれの村上佳和さんは 60 年にブラジルに単身移
住、農業、塗装業、販売業、飲食業な様々な職業で奮闘した。
ことじさんは県庁の職員の紹介で佳和さんと文通を始め、夫
不在の祝言をあげ、66 年に移民船に乗り込んだ。
　到着後、船上での夫婦初の会話は「初めまして。夫の佳和
です」「あ、妻のことじです」だったという。
　紆余曲折あったブラジルでの生活の様子や結婚 58 年を迎え

▲総会の様子
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●特集● 日本のサンバ

浅草サンバカーニバル小史
浅草サンバカーニバル

　詳細を語れるほど私のキャリアは長くない
が、1981 年に開催され今日まで続いている
浅草サンバカーニバルがとても重要な役割を
果たしていることは言うまでもない。
　それ以前も関西や東海、東京に於いて、プ
ロのミュ－ジシャンによる演奏や神戸などブ
ラジルとの交易等で関わりのある地域でサン
バ愛好家が徐々に育まれていたが、ブラジル・
リオで行われているコンテストによるカ－ニ
バルのパレ－ド形式をモチ－フとした浅草サ
ンバカ－ニバルが約 40 年にわたり開催され
たことで、音楽のみならず、踊り・衣装・ブ
ラジルの文化への関心を持つ者を飛躍的に増
加させていく要因となったのだ。
　浅草サンバカ－ニバルは、芸人の街と呼ば
れる浅草に縁のある喜劇役者、伴淳三郎氏が
浅草を盛り上げるためのイベントを模索して
いた当時の台東区長に発案した。
　早速、区長及び浅草関係者がブラジル・リ
オのカーニバルを視察することとなり、そし
て数年後の 1981 年、第 1 回の開催に至る。
お祭りの町とはいえ、すごい熱量である。

私のサンバとの出会い

　私は子供の頃、親にビックバンドの演奏に
連れていかれた記憶があり、その時演奏され
ていたのがラテン音楽だった。
　明るいけど悲しい、悲しいけど明るい。せ
つない旋律がなんとも好きだった。そんなラ
テン音楽に興味のあった私がサンバをより深
く知るきっかけとなったのは 1990 年頃刊行
されていた雑誌『ラティ－ナ』やその他音楽
誌等の活字メディアである。サンバの歴史や
代表的なミュ－ジシャンや作詞作曲家、リオ
のカ－ニバルの歴史と現地のサンバチ－ムに
ついての音楽用語など、様々な知識が育まれ
ていくが、やはり実際の音を聴きたいと思う
ようになると、現在のように容易く情報を入
手することが出来なかった時代だったので、
とても苦労したのを思い出す。
　レコ－ド屋に行ってサンバのコーナ－を見
るも在庫数が少なく、比較的在庫のある輸
入盤を取り扱う店舗でも試聴することが叶わ
ず、ジャケットに描かれているデザインのイ

メ－ジで買って聴いてみては求めている音源
と違っていたりと随分悩まされ、活字で得た
知識と音楽のすり合わせがなかなか進まない
日々を送るのである。
　浅草サンバカーニバルは既に第 10 回を過
ぎているこの時期、浅草サンバカ－ニバル
の存在はテレビ等のメディアで知ってはいた
が、映し出されるのは女性のビジュアルとお
気楽な脳天気さが映し出されるばかりで音楽
的な要素を感じることが出来ず全く興味の無
い状況であった。

歩行者天国でサンバチームに遭遇

　この頃、週末の日中に道路を通行止めにし
て人々に憩いの場として開放した歩行者天国
が都内各地で行われていた。代々木公園付近
も原宿駅から代々木上原へ向かう道路を歩行
者天国として開放され、誰でも好きに様々な
パフォ－マンスをすることが出来る当時の若
者にとっては自由に表現できる掛け替えのな
い場所であった。音楽もロックやジャズ、ブ
ラスバンドなどアマチュアからプロまでが
個々に集まり演奏。日没まで飽きずに観てい
られるような場所だった。
　ある五月晴れの日曜日、いつものように原
宿側からそれらを観ながら歩き進めて行くと
奥の方から打楽器による速いテンポのリズム
が鳴り響いてきた。
　「なんだこれは！」と思わず足を速めて近
づくと数十人の打楽器隊による演奏。
　これはカーニバルのサンバのリズムだと直
感、音の迫力に心奪われた。当時、私が自宅
で飲食店を営んでいてアルバイトで働く人や
お客さんは近所にあった東京外語大学の学生
が多かった。そこでポルトガル語を専攻して
いる人やブラジル研究会というサークルに所
属している人と知り合い、歩行者天国で観た
打楽器集団が大学生連合のサンバチームだと
いうことが分かった。
　あの大人数で演奏する団体はそうは作れな
い。どこかにサンバチームがあればと思案す
ると音楽誌『ラティ－ナ』内メンバ－募集欄
に掲載されているサンバチームがあるのを思
い出した。それならばサンバについても造詣
の深い人物がいるのではないかと思い切って
問い合わせてみる。

　そして、1993 年 6 月、仲見世バルバロス
という社会人で構成されたチームに入会。チ
－ムのメンバ－は年齢や職業もバラバラ、そ
ういうこともあって、とても自由で新鮮な雰
囲気。そしてサンバについて造詣の深い方々
とも知り合うことが出来た。

　初めて練習会場を訪れた際、演奏者か踊り
手のどちらかを選択するのだが、以前、歩行
者天国で聴いたあの速いテンポのリズムと音
圧が忘れられずにいた私は、目の前で演奏さ
れているリズムにまたもや心打たれ、多少ド
ラムや和太鼓の経験があったということで演
奏を選択、スルドという大きな太鼓を担当す
ることとなった。
　カ－ニバルの速いテンポとサンバのリズム
は、歌が無くとも長い時間演奏することが出
来る。この単調なリズムの繰り返しはトラン
スさせる効果があり、集団行動することで一
体感を体験できる。
　演奏する我々も、日頃のストレス発散など
に利用している感があるが、この点もサン
バチームの魅力の一つと言っても過言ではな
い。日本でも古くからあった盆踊りもそのよ
うな効果を狙ったものと考えられる。いわゆ
る晴（ハレ）と褻（ケ）「非日常と日常」である。
聴く者をワクワクさせるのは、そういう意味
があるのではないだろうか。

仲見世バルバロス

　練習に参加して「バルバロス」というサン
バチームが浅草サンバカ－ニバルに出場して
いること、発足したばかりの J リーグの読売
ヴェルディの応援をしていることを知る。
　今は 8 月に開催される浅草サンバカ－ニバ
ルの準備（曲の練習や衣装制作等）とサッカー
の応援でチーム内は活気に満ち溢れていた。
　Ｊリーグ 2 年目以降は専属応援団設立を
きっかけに演奏機会は無くなっていくのだ
が、サッカー応援での演奏は、ボ－ルの行方
を観ながらノンストップ演奏、試合の流れを
観ながらリズム音量を強弱し、点が入ればテ
ンポアップして奏でる。とても楽しく良い練
習となった。練習で汗を流した後はお酒を飲
みながらサンバ談義やサンバを歌い演奏する
のがとても楽しい時間だった。
　サンバチーム所属の有無にかかわらず、
カーニバル形式とは違い普段の生活の場所、
例えば酒場や自宅や広場などで、小編成で歌
を共有し演奏をするのを「パゴ－ジ」などと
呼ばれる形式も同時に発展して行くのだが、
この時代のサンバチームのメンバ－はカ－ニ
バル形式とパゴ－ジそのどちらも楽しむ事が
出来た。
　サンバの魅力はなんといっても歌、そして
リズムである。私はパゴ－ジにも興味を抱い
ていく。

第13 回浅草サンバカーニバル

　初めて出場した第 13 回浅草サンバカ－ニ
バルは優勝。途中からの参加で準備など何も
協力は出来ていなかったが、前日の台風の影
響もあり汗と涙の楽しい貴重な経験となっ
た。先達の方から初期の浅草サンバカ－ニバ
ルでの苦労話を聞くと、サンバが何も分から
ない仮装行列のようなものだったと。当時の
ＶＴＲを拝見して確かにそう思ったが、皆さ
んの「リオのカーニバル」のようにしたいと

いう思いが一年一年進
化をし続けて、10 年で
ブラジルで使用される
楽器や衣装も充実し、
ブラジルに滞在して現
地のカーニバルを経験
する者も増え、その後
10 年ごとに振り返って
見ても浅草サンバカ－
ニバルに出場している
チームは、一層進化し
華やかなものになって
いった。
　他のサンバチ－ムの
メンバ－とも浅草サンバカーニバルの発展に
ついて語り合い、共に活動していく中、サン
バチームの協会が結成された。十数年前には
各チームの代表経験者など（ご老体）から成
るバンド、「ぺ・ナ・コ－バ」を結成。浅草
サンバカーニバルでは、お互いライバルでも
サンバを愛好する者同士がサンバを愛でる姿
を皆に見せたいという思いで始めたが、今で
は肩に力の抜けた演奏を楽しむ仲間として活
動している。
　演奏スタイルは先に述べたパゴ－ジなどの
小編成形式だ。私がサンバを始めた頃には既
にパゴ－ジブームの只中にあった。
　1980年代初頭から活躍したパゴ－ジグル
－プ「Fundo de Quintal（フンド・ジ・キ
ンタル）」が来日し、日本でも学生によるパゴー
ジバンド、「バランサ」が結成されるなどカ
－ニバルの形式と違った発展をしていく。
　一方で私は益々バルバロスの活動に没頭し
ていく。チ－ムの年間活動も入会時は冬の
間はちょっと活動停止するような時代だった
が、2000 年前半には浅草サンバカ－ニバル
を中心に、一年がびっしりとスケジュ－リン
グされるようになっていく。さらに 2000 年
代後半にチーム代表となるとさらに多忙に
なっていくのである。同時に浅草サンバカ－
ニバルも発展していくのだが、その分、余暇

を楽しむためのサンバをする機会を失って
いった。
　事態が変わったのは 2011 年東日本大震災
で浅草サンバカ－ニバルが中止になった事
だ。練習することは出来るが目標を失ったた
めにチ－ム活動が少し止まり、チーム内外で
サンバで遊ぶ事が試みられるようになった。
　チ－ム内はもちろんだが、他のチームのメ
ンバ－との交流がここで激増する。
　私も他チームの方々と交流するきっかけと
なり、各サンバチ－ムの浅草対策が激化して
忙しくなり過ぎていたことに気付く機会にも
なった。
　翌 2012 年、浅草サンバカ－ニバルは無事
開催されたが 2019 年までの間に気候変動に
よる熱中症問題が起こり、開催時期を 8 月か
ら 9 月に変更するようになる。
　翌 2020 年～ 2022 年の 3 年間はコロナ禍
で中止、2023 年はコンテスト形式でない短
距離でのパレ－ドを開催。今年 2024 年は 5
年ぶりにコンテスト形式での開催となる。
　現在活躍しているサンバチ－ムの皆さん
が、気候変動の影響でとてもパフォ－マンス
し難い環境にある事を憂いている。

サンバとの付き合いは30数年

　ありふれた、人のいとなみの中での喜怒哀
楽を曲に込めたサンバに於けるその観念と、
カーニバルで演奏される打楽器隊のリズムに
魅了され 30 数年活動をして来た。
　その間、所属するチ－ムの代表も務めた。2
年前に、その職を後進に譲った現在は、「バラ
ンサ」や「ぺ・ナ・コーバ」のメンバ－、そ
の他サンビスタの方々と、のんびりサンバを
愉しむ日々を過ごしている。加齢とともに激
しいリズムを奏でる演奏から、老後まで楽し
めるスタイルに変わっているが、サンバはい
つまでも飽きのこないものである。
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◀︎パゴージの風景

星野清久
（仲見世バルバロス前代表）
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●特集● 日本のサンバ

バランサのサンバ
その歴史をDENが振り返る
バランサ誕生前
　みんなとにかく歌うのが好きだった。
毎週末に大勢の大人たちがテーブルを囲
んで酒を飲み、みんなで歌を歌ってい
た。その中心にはどんなジャンルの曲に
もギターの伴奏を即興で付けている親父
がいた。その輪から少し離れた座布団の
上に横になってウトウトしながら眺めて
いる、それが自分に思い出せる一番古い
記憶かもしれない。そんな時代に育った。
勉強もスポーツも一生懸命やったが、そ
れでも小中高と一貫して音楽にハートを
鷲掴みにされていた。ジャンルは絞り込
めてはいないし、腕の方には問題はあっ
たが、とにかく「当方プロ志向」という
看板だけは心に掲げて高校の同級生とバ
ンドを組み、曲を作り、ライブを繰り返
した。そんな中で外国語大学に入る。日
本から 1番遠い国への憧れという無理
やりで適当な理由から、それほど興味な
かったポルトガルブラジル語科を選択。
そこで出会った相棒コッキーと 2人で
ブラジルへの音楽探究の旅。帰国後サン
ババンド「バランサ」を結成。それから
32年、現在に至るというわけだ。まさ
か自分にこんな人生が待ち受けていたと
は。ウケる。笑

大学生活２年目
　「遊んでる暇はないんだよ。俺は真剣
に音楽をやってるんだよ、君らと違っ
て。」どうやらそう答えたらしい。「僕が
学生連合のサンバチームにDENさんを
誘った時、こんなふうに言われて、この
人は凄いなと思ってたんだ。」
　あの頃はまさにバブル。学科の同級生
も先輩達もみんなキラキラしてお洒落
だった。どうせ楽しく練習とか合宿して
いちゃいちゃして、、。ひがんでいたのか
もしれない。馴染めなかった。でももし
あの時に学生チームに参加していたらこ
れほどサンバにハマっていなかったに違
いない。案の定ポルトガル語も大して勉

強せぬまま、ロックバンドを続けながら
ジャズにも興味を持ち始めた。DENの
サンバの夜明けは 1年後に入学してく
るコッキーの登場を待たなければならな
かった。案の定、留年を言い渡され、彼
と同じ教室に座ることになる。
　ボロアパートの狭い部屋には音楽が溢
れていた。しょっちゅう泊まりがけで遊
びに行っては、彼の所蔵するファンクや
ジャズのビデオを見ながら、うんちくや
ベースプレイを聴いた。
　「ベースやるんだ！？いいね、いいね！」
これがコッキーに話しかけた最初の言葉
だ。新入生歓迎コンパでのことだ。秋の
学園祭での 2年生サンババンドにベー
スがいなかったので新入生だけど入れて
やるか、なんて思った。結局彼がプレイ
したのは段違いに上手い花形のOBバン
ドだった。コッキーは最初から同世代の
中ではレベチだった。

サンパウロのサンバクラブにて
　 「日本に帰ったらこういうバンドやり
たいね。」深夜のサンパウロのサンバク
ラブでのことだ。20歳そこそこの2人
にとってブラジル行きは、旅というより
はまさに命がけの冒険だった。学芸会が

行われるようなステージに2,30分おき
に次々と無名のサンババンドが入れ替わ
りで演奏しては去っていく。キーボード
がいたり、ドラムやベースがいたり、たっ
た3人ほどだったりバンドによって様々
だった。何にそんなに心を打たれたのだ
ろう？きっと愛と自由だ。日本で感じて
きた競争と商売にまみれたエンタメ音楽
に比べて、なんと穏やかで自然なことか。
この時サンバに恋に落ちた。

バランサ結成
　住み込みで都内シュラスコ店で演奏し
ているリオのミュージシャンに毎週会い
に行った。アパートにまで押しかけてサ
ンバやポルトガル語を教えてもらった。
うまいと噂を聞きつけると会いに行き口
説いて、学生を中心にバランサを結成。
すぐに都内各所でライブを始めた。照明
も音響も派手な原宿クロコダイルに沢山
の学生を集めてのライブにそろそろよか
ろうとそのカリオカを招待した。「DEN,
叫んじゃダメだ。心を込めてナチュラル
に。それがサンバだよ。」わかっていた
つもりなのに。心に深く刺さった。ロッ
クの癖が抜けるのにまだ数年かかること
になる。
　「高学歴低収入バンドなんだよ、こい
つらは。」ポルトガル語に訳しづらい。
日本のレコード会社社長が言った。ブラ
ジルでのレコーディングとCD発売に
足るバンドかを見極めるため、超一流プ
ロデューサーが来日した。レパートリー
100曲以上のリストを見せ、彼が指差
す曲を演奏した。合格だった。が、こう
言われた。「サンバで成り上がろうと思
うなら、今後はクソみたいな曲はやる
な。」
　結成から数年後バランサで渡伯、有名
テレビ番組をはじめ、あらゆるメディア
に取り上げられて、帰国する時には空港
で声をかけられるほど有名になってい
た。帰国後は群馬県あたりのブラジルコ
ミュニティに呼ばれ毎週末ライブを繰り

返した。ブラジル人が求めるものは何で
も歌った。歌詞の内容も、サンバとして
の価値も考えずに歌っていた。うければ
何でも良かった。「ピエロになるな、本
場リオでサンビスタ達と対等に勝負する
んだ！」彼の鋭い洞察力にはいつも恐れ
入る。
　今考えればあっという間のバランサの
青春期だった。信じられないような憧れ
のスター達を迎えたリオ録音のアルバム
を発売。リオで数々のステージにゲスト
として迎えられた。ソロライブも行った。

マンゲイラのショーに出演
　リオサンバチームの老舗マンゲイラの
ショーに出演した時のことだ。ブラジル
音楽のご意見番にステージでこう紹介さ
れた。「今までアメリカ人やヨーロッパ
人に我々のサンバをちゃんと表現出来た
ものはいただろうか？　ここから 1番
遠い国の日本の若者がそれを成し遂げて
いる。紹介しよう、バランサ！！」

　夢のような出演者達との豪華なショー
の後。創始者の故カルトーラの妻で
あった車椅子姿のドナ・ジッカ（Dona 
ZICA）が、光栄なことに帰り際の我々
を劇場の出口で待ち構えていた。擦り
切れるほど聴いたレコードジャケット
に写っていた伝説の彼女だ。「あなた
達、とても良かったわよ！　さ、おばあ
ちゃんにキスしてちょうだい！」マウス
トゥーマウスのキスは、日本の若者には
なかなかハードルが高かったが、思い
切って受け入れた。今となっては忘れら
れない貴重なキスになった。彼女は翌年
89歳で他界した。

バランサのフィールドは日本
　ブラジル人になれるはずもなく、なる
べきでもない。いくらちやほやされても
バランサのフィールドはあくまでも地球

の真裏の日本だ。
とはいえ、日本
でのサンバの認
識はひどい。灼
熱のカーニバル、
羽根を付けたお
姉さんの裸ダン
スのみだ。音楽
だという認識も
ない。愛するサ
ンバの魅力を広
めたいと奮闘し
ても、メディア
のコミカルでお
色気なモノとし
ての扱いを受け
て、大衆の偏見はさらにゆがんでいく。
クイズ番組、お笑い、歌番組、CM、、、。
　「本場の世界観そのものに日本語で作
曲したサンバを日本人に向けて」という
のが現在のバランサのスタイルだ。少し
ずつでもいい、サンバやバランサの魅力
に気づく人を増やすというのが日本人で
ある我々のミッションであろう。
　1st アルバムから多大な協力をしても
らっているアルリンド・クルス（Arlindo 
Cruz）に自宅に招かれたことがある。
たくさんの親戚が集まる中、バランサの
日本語サンバを披露した。大いに盛り上
がり、興味深々の 1人が「日本語で何
を歌っているの？」と尋ねるのを笑って
遮り、アルリンドは「考えるな、感じろ！」
と諭した。そう、元々は自分だって意味
もわからなかったがサンバにハートを射
抜かれた。ブルースリーさながらの言葉
がいまも我々の指針となっている。
　結成から32年。まさにサンバの黄金
時代に立ち会い、たくさんのレジェンド
達と交流した。日本語でのサンバを作っ
た。我ながら良い曲だ。今ではリオには
本音で話せるサンバミュージシャンの仲
間達がいる。道を歩きながら、街角のバー

ルで、何度もメロディや歌を繰り返しな
がら一緒に曲も作る。コッキーと 2人
になったバランサはますます順調だ。情
熱が尽きる気配はない。そういえば「も
う充分にサンバはやった。」と言い残し
て去ったメンバーもいた。ちっとも気持
ちがわからない。道半ばにして倒れて
いったレジェンド達の顔が浮かぶ。彼ら
の無念さも引き継いでまだまだサンバを
楽しみ続けたい。まだまだ足りないのだ。

愛と自由を求めて
　「これからはサンバがもっと楽しくな
るなぁ。俺は店を作ってからずっと、こ
ういうバンドが出てくるのを待ってたん
だよ。」青山プラッサオンゼのカウンター
の中で故浅田オーナーがバランサの初出
演を見ながら語ったと聞いている。ここ
でプロとしての活動を開始、それ以降惜
しまれながら閉店するまで30年にわた
りコンスタントに演奏を続けることにな
る。
　「たくさんのミュージシャン見てきた
からわかるんだよ。お前らは大丈夫！」
コロナ禍で音楽活動もできずすっかり弱
気になっていた我らを、病床にも関わら
ず励ましてくれた浅田クラウジア。旦那
のあとを引き継ぎプラッサオンゼを長年
に亘り盛り上げてきた。
　奇しくもどちらも亡くなる数日前の言
葉だ。この夫婦の生前の言葉が我々を支
えてくれている。
　日本を楽しくしていく、そしてこれか
らも。「愛と自由」を求め続けるバラン
サの人生を賭けた「 命がけの冒険」は
まだまだ続く。期待して欲しい。

現在のバランサ

▲2023 リオデジャネイロにて。右から2人目、LULA MATOS（Grupo GALOCANTÔ）

▲Arlindo Cruz（サンバ歌手）2001年

DEN
（サンビスタ、バランサ主宰）



1110

　『ブラジル特報』3月号に、「ブラジル・
クラシック音楽の父」たるアウベルト・
ネポムセノのことを書いた。実は執筆
時に、コロナ禍以降数年ぶりに東京で
開かれたクラシック音楽のフェスティ
ヴァル、「ラ・フォル・ジュルネ TOKYO 
2024」（以下 LFJ）に出演することが決
まっていて、そこで私はネポムセノの作
品を指揮しようと企んでいたのである。

LFJ（ラ・フォル・ジュルネ）とは
　LFJ は毎年テーマが決まっている。
今年のテーマは「Origines」。つまり、
クラシック音楽にまつわる様々な「起
源」をめぐるものであるという。なら
ば、ブラジル・クラシック音楽における
Origine の一人であるネポムセノの作品
を紹介しないわけにはいかないだろう。
ということで、私が指揮するフェロー
オーケストラという団体にネポムセノの
「交響曲第1番」のことを紹介したとこ
ろ、みなこの作品に大変共感してくれて、
晴れて演奏する運びとなった。

ハードルその１
　ところで、ブラジル・クラシックの
オーケストラ作品を日本で演奏する際に
立ちはだかるハードルは主に4つある。
第1に、楽譜の入手が容易でないこと。
オーケストラの場合、指揮者用の総譜と
各楽器奏者用のパート譜の両方が必要と
なるのだが、ブラジル・クラシックのオー
ケストラ作品のうち、日本でこれらが市
販されているものはほぼ無いと言って良
い。つまり海外から輸入するか、作曲家
遺族や作品の管理団体などに問い合わせ

てレンタルの手続きをするか、といった
プロセスが必要となる。連絡しても一向
に返事が返ってこないことは日常茶飯
事、手続き完了がギリギリとなり冷や汗
を流したことは一度や二度ではない。

ハードルその２
　第 2に、楽曲の著作権が失効してい
ない曲が大半であること。ヴィラ＝ロボ
ス（1959年没）以降のブラジルのクラ
シック音楽作曲家たちの作品の多くは著
作権がまだ有効であり、従って楽譜のレ
ンタルや演奏に際してそれなりの費用を
覚悟せねばならない。これらは作曲者の
正当な権利としてあるべきものだが、し
かし現実的には、財政に余裕のないオー
ケストラにおいては「費用がかかるので
別の曲を…」と言われてしまうことも多
く、自分がやりたいからといってすぐに
演奏できるものではない。しかも、著作
権有効期間内のブラジル・クラシックの
楽曲楽譜をレンタルした場合、紙の印刷
楽譜でやり取りせざるを得ないことも多
く、その場合は「ブラジルから紙の楽譜
が届く→演奏後にブラジルへ紙の楽譜を
返送する」というプロセスが必要となる。
時間的にもコスト的にも負担大というの
が正直なところである。

ハードルその３
　第 3に、オーケストラに特殊な編成
を要求する楽曲が多いことだ。とくに打
楽器には、通常のオーケストラでは使わ
れることのないブラジルの民族打楽器が
求められることが多い。また、オーケス
トラでは使用されることが稀なサクソ
フォーンがしばしば利用されたり、特殊
楽器を用いるのにその出番は長い曲中で
わずか数秒だけであったりと特殊な管弦
楽法が問題になることもある。つまり特
殊楽器の調達およびそれらを演奏する奏
者の確保という点でも演奏コストが嵩む
のである。しかし、まさしくこうした色
とりどりの楽器の利用こそが、ブラジル・
クラシック音楽の魅力の一つであること
は間違いない。

ハードルその４
　第4に、楽譜に問題が多いことである。
ブラジルの研究者たちが懸命に楽譜校訂
作業を行なっているとはいえ、西洋の主
要な作曲家たちの楽譜と比べれば、それ
らの進捗は決して十分とは言い難い。た
とえばヴィラ＝ロボスの楽曲の出版譜に
は膨大な数の間違いが見られるし、指揮
者用の総譜と奏者用のパート譜で不一致
を起こしていることも多々である。ゆえ
に、苦労して楽譜を購入ないしはレンタ
ルしたとしても、それが手元に届いてか
らも相当な精査が必要となる。
　……と、苦労を書き始めるとキリが無
いのであるが、今回演奏したネポムセノ
の「交響曲第 1番」はこれらのハード
ルを比較的クリアしやすい楽曲であっ
た。まず楽譜の入手は、駐日ブラジル大
使館にご協力を頂き、2019年に完成し
たばかりの校訂版楽譜をブラジル音楽
アカデミーよりレンタルした。しかも、
PDFデーターでレンタル可能であった
ため、国際輸送の手続きを踏む必要が無
く、すぐに手元に得ることが出来た。（こ
の新版を用いた演奏は今回が「日本初演」
となったようである）

著作権の問題
　また、ネポムセノは1920年没という
ことで楽曲の著作権が失効しており、演
奏に際して費用が発生することが無かっ
たことも幸いであった。かつ、「交響曲
第 1番」はオーソドックスなロマン派
のオーケストラ編成で書かれており、特

▲ラ・フォル・ジュルネ、演奏後
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◀ブラームス交響曲第 3 番とネポムセノ交響曲第 1 番冒頭の比較

▲ネポムセノ楽譜

▶
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殊楽器を一切必要としないものであった
ため、奏者確保や楽器確保が比較的容易
であった。とはいえ、楽譜の入手に際し
てはブラジル本国と何十通にも及ぶメー
ルのやり取りを行うことになったし、入
手した楽譜には明らかな音間違いが散見
されたため、いざ演奏となるまでの道の
りは決して平坦なものではなかった。

　さて、この曲の楽譜を入手して一通り
読んでみたときの直感は、「モーツァル
ト、ベートーヴェン、ブラームス、ワー
グナーの語法が強く感じられる。響きは
全くドイツ・ロマン派的だが、しかし僅
かにブラジル的な要素が織り込まれてい
るようにも感じられる。」というもので
あった。
　ト短調、そして内声のシンコペーショ
ンは同じくト短調のモーツァルトの交響
曲第25番を思わずにはいられない。あ
るいはこうした内声の扱いとシンプルだ
が緊張感を孕んだ和声進行、さらには金
管楽器の扱いがベートヴェンの第 3番
「英雄」交響曲を想起させる。一方で第
1楽章の終盤に突如挿入されるトラン
ペットのファンファーレは、ワーグナー
の「ワルキューレの騎行」のようでもあ
る。

ブラームスからの影響
　しかし、これら以上に最も近しさを感
じさせるのはブラームスなのだ。ト短調、
4分の6拍子、随所に挟まれるヘミオラ
…何かの作品に似ているなと考えて気づ
く。ブラームスの交響曲第 3番だ！そ
れは偶然の一致か、それとも意図的なも
のか。とにかくネポムセノとブラームス
の関係をもっと深掘りせねばならぬ。こ
の交響曲を書きはじめた 1893 年頃の
ネポムセノはどのような状況にあったの
だろうか。そう思ってブラジルの研究者
たちの論文を捜索するうちに、面白い事
実が分かってきた。
　以前の『ブラジル特報』で詳述した
ように、ネポムセノは 1890 年にベル

リンに渡り、ブラームスの友人のヘル
ツォーゲンベルグに師事した。1891年
にウィーンへ旅しブラームスの作品に
触れ、1893年にグリーグから進むべき
道についてのアドバイスを、すなわち国
民楽派という思想に触れて感銘を受け
たという。1894年にはベルリンフィル
を指揮。その後、フランスに渡ってから
ブラジルに戻り、ブラジルを代表する音
楽家・教育者として時代を築いていく。
ヴィラ＝ロボスにフランス近代音楽の
扉を開いたのも彼であった。

　驚くべきことにネポムセノは、1893
年 3月 13日にハンス・フォン・ビュー
ロー指揮のベルリンフィルで、ブラーム
スの3番を聞いていたことが判明した。 
その時の演目はベートーヴェン 4番、
ハイドン96番、そしてブラームス3番。
そしてこの演奏会が、ブラームスと親し
く当代一の指揮者であったビューローの
ほぼラスト・コンサートとなった。
　そしてネポムセノは、ビューロー指揮
のブラームス第 3番を聞いたあとから
自身初の交響曲を書こうと模索しはじ
め、同年にグリーグに会って自身の出自
の国の文化・歴史を作品に織り込むとい
う思想に触れた。そして1894年（ビュー
ローが他界する年でもある）に、交響曲
の輪郭を作り上げたのち、何度も改稿を
重ねて練り上げ、1897 年 8月 1日に
リオで本曲を初演するに至ったようであ
る。
　こうした経緯を把握した上で、ブラー
ムスの交響曲3番と本曲を比較すれば、
その一致は単なる偶然とはいえないだろ
う。ネポムセノはおそらく、ブラームス
の交響曲 3番を頭に置きながら自身の
交響曲第1番を書いたのだ。

“企業秘密”を少々明かすと
　一方で彼がこの作品を書く時期は、グ
リーグの影響で国民楽派の思想に感化さ
れたあとであり自身の初
の交響曲、実質的にはほ
とんどブラジル初の交響
曲といってもよい作品を
作るにあたって、自らの
出自＝ブラジル的な要素
を一切含めなかったとは
考えづらい。つまり、本
作からブラジル的な要素
を読み出そうとすること
は牽強付会ではないはず
だ。
　確かに楽曲形式はオー

ソドックスなソナタ形式で、ヴィラ＝ロ
ボスのように民族楽器は用いないオーソ
ドックスな管弦楽編成であるが、楽曲の
重要なポイントにブラジル的な要素やブ
ラジル的なものと西洋音楽の融合を図っ
た形跡が窺える。では、いったいどのあ
たりがブラジル的なのか。これは指揮者
としての私なりの「読み」として企業秘密
（？）であるし、リハーサル数時間分を要

する内容になってしまうのでここでは詳
述しないが、一つだけ紹介しておこう。
本曲の冒頭、この独特のアウフタクトは
私には極めてブラジル的なものとして
映っている。

　ブラームス 3番が 2つの和音から始
まるのに対して、ネポムセノ 1番は休
符+4分音符+4分音符というアウフタ
クトから始まる。このアウフタクトは一
体何であるのか。どれぐらいの時間とテ
ンションと流れで、あるいはどういう弓
の使いで、呼吸で演奏するべきなのか。
ここに、この曲の楽譜を読み解き、再創
造する愉しみが詰まっている。そしてこ
れはショーロ・セッションの合図なの
だ、という、いささか謎めいた解釈だけ
を提示して、筆を置くことにする。先日
の LFJにおいても、この解釈をもって
演奏を作り上げた。再びこの作品を取り
上げる際は、ぜひ皆様にお聞き頂けたら
と願う次第である。

ネポムセノの大傑作「交響曲第1番」を
指揮してみて思うこと

（2024年5月7日、ラ・フォル・ジュルネTOKYOにて）
木許裕介（指揮者、日本ヴィラ＝ロボス協会会長）

(c)Yasutaka Eida
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ブラジルで大人気の Olá Guti はご存知だろうか。YouTube
登録者数は40.5万人、Instagramは62.3万人、TikTok

は 29.6 万人と人気が高く、登録者数の殆どがブラジルや日
本、世界各国に住むブラジル人だ。
　日本で生まれ育ったGuti 氏が YouTube を始めたきっか
けだが、ブラジル人の妻であるEllie 氏と出会い、結婚の挨
拶をしにブラジルに行った際、ポルトガル語が話せないこと
から親戚とコミュニケーションが取れず落ち込み、帰国後ポ
ルトガル語の勉強を始める。彼の勉強方法は、1つテーマを
決め、文章を作成し暗記、カメラの前で話すことだった。

　撮影した動画をYoutube に投稿
し始めるとブラジル人たちから注目
され、瞬く間に人気を博する。そし
て、撮影した動画をYouTube に投
稿しているうちに自然と Ellie 氏も
一緒に出るように。Ellie 氏は写真
を学ぶために単身ロンドンへ留学、
その後東京を拠点にポートレート写
真、数々の大手メーカー、アパレル
企業、旅行会社向けの広告写真を撮
影し、写真家として活動している。
　2023 年 1 月、東京・青山にあ
る駐日ブラジル連邦共和国大使館で
は、夫妻で 7ヶ月間の車中泊での

日本一周の旅に出て、日本の素晴らしい景色や人々、そして
日本で活躍するブラジル人達を紹介した写真展『Os jovens 
nipo-brasileiros no Japão』を開催した。

そのような経緯がある国際夫妻の Ellie ＆ Guti 夫妻と
私が初めて出会ったのは 2023 年 4 月、Mogi das 

Cruzes 市で開催された秋まつりだった。
　小雨がちらつく生憎の天気だったのにもかかわらず彼らの
出店ブースの前は長蛇の列だったのだが、この時私は彼らを
知らず、「人気インスタグラマーが来てる！」と騒いでいる人
たちが周りにいたので気になり、一緒に秋まつりに行った友
人と出店ブースに寄りEllie氏に声をかけてみることに。日本
人女性2人が声をかけたのが珍しかったのか、Ellie 氏は忙し
い中私たちを追いかけてきてくれ、この時販売していた本を
紹介、プレゼントをしてくれたのだ。それが、前述した写真集
『Os jovens nipo-brasileiros no Japão』だったのである。
　秋まつりでは写真集などを販売、Guti 氏が毛筆で購買者の
名前を書いていたのだが、これが大人気で列は途切れること
はなく、休憩もなしにファン達と交流をしていたという。後
日彼らから聞いた話だが、まさかこんなに沢山の人が来てく

れるとは思っていなかったそうだ。何故かと聞けば、ブラジ
ルに来てから１ヶ月も経っていなかったからだという。その
謙虚な姿勢と秋まつりでの彼らの人気ぶりを思い出し、改め
て興味深い夫妻だと思った。
　また、影響力があることから、旅行代理店H.I.S Brasil 
Turismo（サンパウロ支店長 荒井亮磨）と契約をし、企業
の知名度・認知度をあげている。

さて、ここで動画撮影の裏話を。
動画では自然に見えるが、カメラの前に出ることに慣

れていなかったので、初めは苦労をしたという。今でも人前
で撮影となると恥ずかしさがあり、場合によっては撮り直す
ことも多いとのこと。視聴者側からすると、驚きの事実であ
る。人気チャンネルはこうした苦労もあり作られているのだ。
　さて、彼らは動画をみてわかるようにブラジル国内の様々
な土地に滞在しているのだが、ブラジル北部、中部、西部は
まだ行けていなく、南
部、北東部は結構巡っ
たという。
　その中で文化に衝撃
を受けたのは北東部の
Sertão と呼ばれる乾
燥地帯。Vaqueiro と
呼ばれる人 2000 名
が集まり、馬に乗って
乾燥地帯を行進する姿
は圧巻だった。ブラジ
ルの景色は Lençois 
Maranhenses が 1番
思い出に残り、別の惑
星に来たかのような、
壮大な自然に圧倒され
たとEllie 氏は述べた。
　また、ブラジルの田
舎で昔ながらの生活を経験することも楽しんでいる。旅のポ
イントを聞いてみたところ、ネットで比較的治安の良さそう
な地区を検索し、毎日外食すると高くなるので、キッチンが
付いているアパートを選び、フライパンや調味料は持ち歩い
ているとのこと。

今後の展望だが、ブラジルの全ての州を周り、ブラジル
人の日常の写真や風景の写真を撮影し、この旅が終わっ

た時、ブラジルで撮った写真の個展を日本で開くことが今の
目標だと述べた。
　これからも注目していきたい夫妻である。

ユーチューバーGuti&Ellie夫妻、
ブラジル探索の旅は続く

ブラジル現地報告B
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ポルトガルで広まるブラジルのポルトガル語

！！「 ブラジルあれこれ 」！！

◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆

『ソフィアの災難』
（クラリッセ・リスペクトル著、
福嶋伸洋／武田千香編訳）

没後 47年のリスペクトル。今では 20
世紀の世界文学を豊饒化した巨匠とし
てブラジルの国境を越えて再評価され
ている。米国では 2015 年にペンギン
ブックスから選集が刊行され、映像化
は不可能といわれた『G・H の受難』
は映画化され今年 4 月ブラジルで一
般公開（ルイス・F・カルヴァリョ監督）
され、話題を呼んだ。本書は日本で独
自に編集翻訳された短編集で実に稀有
にして時宜にかなった出版企画だ。訳
文も読みやすく一般読者に薦めたい。

（河出書房新社　2024年6月　304頁　2,700 円＋税）

『ラテンアメリカ文学を旅する58章』
中南米諸国において数世紀にわたって
行われてきた文学活動に関する、なん
とも画期的な“総合旅行案内”だ。従

来のスペイン語圏文学至上主義に束縛
された、啓蒙型の文学案内からフリー
な視点を共有する執筆者たちは、フッ
トワーク軽く文学を旅する案内人たち
だ。ブラジルも英語圏やフランス語圏
のカリブ諸国も米国におけるラティー
ノ文学もカバーしているから、マルケ
スもカルぺンティエルもアマードもマ
リーズ・コンデも“旅の友”となる。

（明石書店　2024年5月　364 頁　2,000 円＋税）

『アンドレーア・ザ・スーパーキッカー』
（きたがわとも著）

ブラジル・サンパウロを舞台とする物
語マンガ電子版。主人公アンドレーア
は非日系のブラジル人だが、父親の仕
事（大学教授）の関係で日本で生まれ
育ち、10 歳の時ブラジルへ帰国。11
歳になってサッカーに目覚め、プロの
女子サッカー選手になる目標を自らた
て、女子サッカー養成学校へ、と物
語は展開していく。英語版ポルトガル
語版が先行し、今回日本語バージョ
ンが販売となった。アマゾン URL は 
https://amzn.asia/d/0gkjMGEi

（電子版漫画 Kindle 版  2024年5月 45 頁 税込 199 円）
　

『「多文化共生」言説を問い直す』
（山本直子著）

1989 年の入管法改正に伴い急増した
在日ブラジル人の歴史が 30 年を超え
た現在、日本生まれの第二世代が日
本とブラジルの間で属性と国籍を巡っ
て煩悶している。政府文書にある言葉
だけの多文化共生と、地域社会におけ
る多文化共生の実態があまりにもかけ
離れている現状を、自身の自治体職員
としての勤務体験と研究者としての
フィールド調査を通じて再認識した著
者による社会学論考。重層的考察を深
耕した成果を文章化した労作。

（明石書店　2024 年 3 月　272 頁　4,200 円＋税）

『医療通訳者の仕事』
（中萩エルザ著）

名古屋や関西方面で20年以上にわたっ
て医療通訳に携わってきた著者は、ブ
ラジル日系二世の医師であり、複数の
大学や看護専門学校では講師として活
躍中である。その実務経験をふまえて、
医療通訳の必要性、現場での苦労・難
しさを叙述しているが、医療通訳の倫
理や専門用語についても、書き込んで
いる。さらには医療訴訟での通訳につ
いてもご自身の体験をもとに言及して
おり、「医療通訳者の仕事」の実態を
語った貴重な著作となっている。

（風詠社　2024 年 6 月　444 頁　2,000 円＋税）

　今回は、BBC News Brasil のサイトが、近年、ポルトガルにお
いてブラジルのポルトガル語の影響が拡大している等報じているの
で紹介してみたい。
  ポルトガル人にとってブラジルのポルトガル語が身近になった背景と
して、1977年に同国で放映されたブラジルのTelenovela（連続テレ
ビドラマ）である「ガブリエラ（Gabriela-Cravo e Canela）」が大ヒッ
トしたことが大きく貢献している。ドラマの中で使われる表現（例え
ば、“moço bonito”）が、ポルトガル人の心をとらえ、新しい流行になっ
た。また、この間、ポルトガルに在住するブラジル人の数も増え続け、
現在では、ポルトガルの人口約1000万人に対し、40万人を数える
ほどになっている。このことも、ポルトガル人が、ブラジルのポル
トガル語に日常的に接する機会を増やしている。
　コロナ禍の前後から現在に至る最近の顕著な現象として、特に
ティーンエイジャーや子供たちがフェリペ・ネト/ルカス・ネト（Felipe 
Neto /Luccas Neto）兄弟をはじめとするブラジル人人気ユーチュー
バー（チャンネルの登録者数はそれぞれ4000万人を超える）やイン
フルエンサーに強い影響を受けて、彼らが使う言葉を使い始めてい
ることだ。現場の教師からは、様々な例が報告されており、また、
保守的な親から子供たちの言語環境を心配する声も上がっている。
　それでは、どのような言葉が実際使われているのだろうか。ポル
トガルで使われるいくつかのブラジルの語彙（カッコ内は、ポルト
ガルで通常使われる言葉）を挙げてみる。

・bonitinho (giro かっこいい）、grama（relva 芝）、 bala （rebuçado
　キャンデー） geladeira（frigorífico 冷蔵庫）、ônibus（autocarro
　バス）、listra（risca 縞模様）、 cara（pessoa 人）、dica（sugestão
　ヒント、助言）などである。
・さらに、bagunça（混乱）、fofoca（噂話）、curtir（楽しむ）のよう

なブラジル的表現もよく使われる。
　このようなブラジル表現の広まりに対し、「ポルトガル語の危機」
であるとして反発をあおるような新聞の見出しも見られたが、他方、
言語学者の間では、これは一種の流行のようなもので、どの言語に
も見られることであり、短期的には、ポルトガル語の基本的な構造
に影響を与えることはないという冷静な反応が主流だ。また、ある
現場教師からは、子供たちの語彙の広がり、多文化理解増進という
意味で、むしろ歓迎すべきとするコメントが寄せられた。
　
　本誌では、これまでにもポルトガルのポルトガル語とブラジルの
ポルトガル語の違いについて触れたことがある。両国に住んだ経験
から言うと、生活に直結する面白いテーマであることに疑いはない。
本稿についてご関心の向きは、直接以下の２つの記事にあたってみ
ることをお勧めする。
Por que expressões típicas do Brasil estão pegando em Portugal - 

BBC News Brasil
Portugueses falando ‘brasileiro’? Como variante usada no Brasil 

influencia em Portugal - BBC News Brasil　　　　　　　　（MK）
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コッペデひろみ
（音楽家、在伯青森県人会副会長）
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1. はじめに
　ブラジルで生活をしたことがある人やビジネスを行った
ことがある人には自明のことであるが、ブラジルのインフ
レ（インフレーション）率は恒常的に高く、また、金利も
高い。インフレ率については通貨がレアルに切り替わった
以降（1994年）は10%未満で推移しているが、過去には
年間2,947.73%を記録するなどインフレが社会生活に大
きな影響を及ぼしていた。そのため、法律の世界もインフ
レを前提に設計されている。金利については、ブラジル中
央銀行のデータによれば1993年 3月から2024年 6月ま
での平均政策金利（SELIC）は 12.25％であり、市中の貸
出金利は世界の中でも非常に高い。そのため、金利につい
ても法律上問題となることが多い。
　日本では過去30年近くほぼインフレがない状態であった
ため、経済活動においてインフレを意識することはほとん
どないが、ブラジルでは、インフレ率に応じて日用品やサー
ビスの価格が毎年上がることが一般的である。法的な観点
では、たとえば、雇用主は、労働協約により定められる昇
給率（インフレ率などに基づき決定される）に従って従業
員の給料を毎年上げる必要がある。また、ある金銭債権が
裁判で争われた場合、裁判が確定し実際に支払われるまで
（数十年に及ぶこともある）債権額がインフレ調整されるた
め（かつ金利も加わる）、債権額が当初の金額と大きく異な
ることは珍しくない。
　本稿では、インフレ率や利息に関する最近の法改正及び
裁判例を紹介する。

2. 金銭債務不履行時のインフレ調整及び
　 延滞利息に関する法改正
(1) インフレ調整
　売買代金や借入金の支払債務などの金銭債務の不履行時
のインフレ調整を規定していた民法 309条が 2024 年法
14905号により改正された。同条は、「債務が履行されな
い場合、債務者は、損害賠償、利息、定期的に公表される公
的指数に基づいて調整された金額及び弁護士費用を負担す
る」と規定されていたが、改正により、本文と単項という
構成に変更され、本文は「債務が履行されない場合、債務
者は、損害賠償、利息、調整された金額及び弁護士費用を負
担する」とされ、単項として「金額の調整に関して当事者間
の合意がない場合又は特定の法律で定められていない場合
は、ブラジル地理統計院（Fundação Instituo Brasileiro 
de Geografia e Estatística ：IBGE） が定める拡大消費者
物価指数（Indice Nacional de Preços ao Consumidor 
Amplo ：IPCA) という指標が適用される」という条文が新
たに規定された。従前は当事者間の合意がない場合は裁判

例に従い様々な指標が用いられていたが、今後は、拡大消
費者物価指数に従いインフレ調整されることになる。
(2) 金利
　2024年法14905号は金利についての民法の規定も改正
している。民法591条は、「経済的目的を有する契約には利
息が発生するものとし、その利息は、406条に規定される率
を超えてはならない」と規定されている。2024年法14905
号は、同条で言及されている406条を改正し、「利息又は
利率について当事者間で合意されていない場合、又は、特
定の法律で定められている場合、法定利率による」とした。
そして、新設された同条1項において、法定利率はSELIC
から IPCAを差し引いた率とすることが規定された。
　さらに、2024年法14905号は、高利貸法（1933年政
令22626号）で規定されている利息の上限（法定利率の2
倍）は、法人間の契約、社債又は有価証券による取引、金
融機関との契約などには適用されないことを規定した。

3. 精神的損害賠償請求のインフレ調整
　高等労働裁判所（Tribunal Superior do Trabalho：
TST）の裁判例（見解）の統一を図る機関である個別紛争
専門部は、2024年 6月に、合憲性直接訴訟58号（ADC58）
における連邦最高裁判所（STF）の見解に基づき、精神的
損害（慰謝料）が認められた場合の賠償額のインフレ調整
を、訴訟提起時に遡って政策金利（SELIC）により行うこ
とを決定した。高等労働裁判所の部によって、賠償額が確
定した時からインフレ調整すべきとする見解と訴訟提起時
に遡ってインフレ調整すべきとする見解の相違があったた
め、個別紛争専門部が判断の統一を図った。
　この決定により、インフレ調整の起算日が早まることに
なるため、企業に財務的なインパクトを与える。

4.1980年代の労働債権のインフレ調整
　高等労働裁判所第7部は2024年 6月、労働債権のイン
フレ調整の方法について新たな判断を示した。この判断も
上述の合憲性直接訴訟58号（ADC58）における連邦最高
裁判所の見解に適合させる目的で示されたものである。高
等労働裁判所の本見解のもととなった事件は1980年代に
争われた労働債権に関して1989年に提起された集団訴訟
である。同集団訴訟は2010年に雇用主側の敗訴で終結し
たが、その後執行の段階でインフレ調整の方法を巡って労
働者が個別の訴訟を提起した。これに対して、高等労働裁
判所は、インフレ調整に適用される指標について、裁判前
の段階、1989 年の集団訴訟提起時点、1995 年法 9065
号が施行された以降と3段階に分けて異なる指標を用いて
インフレ調整することを示した。

インフレ調整及び利息に関する
最近の法改正及び裁判例 柏 健吾

（TMI 総合法律事務所
日本法弁護士現在ブラジルで勤務）

ビジネ
ス

法務の
肝

連載
　　　

　　

　現代のビジネスにおいて、多くの企業は社会、環境及び企業責任の
問題に対する透明性、及び信頼性の向上を重要課題として捉えてい
る。株主、規制当局、消費者を含めたステークホルダーからの ESG
推進、人権侵害の撲滅や各種法令の遵守に対する期待は日に日に増
しており、企業はこれらの声に応えるための対応にコミットするこ
とが求められている。
　近年、製品の偽装、労働搾取や劣悪な労働環境、森林伐採や環境
破壊を伴った製品の販売に関する事件の発覚が相次いでおり、これ
らの事件はサードパーティの利用における透明性、信頼性、トレー
サビリティ、責任の明確化、モニタリング等の確保及び遂行並びに
サプライチェーン全体における倫理的かつ持続可能なプラクティス
を浸透することの重要性を示している。本記事では、こうしたサー
ドパーティ由来のリスクとその対応策について説明したい。

サードパーティとリスクマネジメント
　リスクマネジメントにおいて企業が考慮すべきサードパーティは、
生産活動に必要となる原材料を供給するサプライヤーのみならず、
製造委託先、物流業者、販売代理店や製造設備ベンダー等、バリュー
チェーンの維持において関係する事業者のほか、IT ベンダーや弁護
士等、社内の管理機能の一部を委託する事業者も含まれる。

　これらのサードパーティは企業の効率的な運営において必要不可
欠なパートナーであると共に、企業により適切なマネジメントがな
されていない場合、大きなリスク要因を生み出す可能性がある。企
業は、自社のオペレーションのみならずサプライチェーン全体に責
任を負うことが求められており、上述で示したような事件は、たと
えサードパーティの活動に起因するものであったとしても、企業に
責任があると見なされる可能性がある。そのことから、サードパー
ティの活動の把握及び適切な基準に則ったリスクマネジメントが以
前にも増して重要となる。

　KPMG がブラジルを含めた 16 カ国のマネジメント 1,263 人を対
象に実施した「サードパーティリスク管理の展望」2022 年 3 月版で
は、インタビュー対象者の 77％が過去 3 年間にサードパーティに起
因する重大なアクシデントに少なくとも 1 度は見舞われたと回答し
ており、そのアクシデントの結果として生産停止、行政処分、罰金、
財務上の損失又は評判の失墜等が生じたと答えている。

　さらに、ESG部門、調達部門やコンプライアンス部門の責任者らは、
現在直面している主な課題として、サプライチェーンで何が起きて
いるのかが見えづらい点や、サードパーティが企業が求める倫理基
準及びサステナビリティ基準を満たしているかどうかの保証が無い
ことを挙げている。

サードパーティに起因する
ESGリスクとそのマネジメントについて
　サードパーティに起因する ESG リスクとして、サードパーティ
のオペレーションにおける強制労働又は児童労働、安全基準を満た
さない劣悪な労働環境、違法地域で生産された農産物や資材の使用、

カーボンクレジットに関連する不正行為、法令上求められる許認可
の欠如といった問題が挙げられる。

　これらの課題に対して適切に対処するためには、下記の要素を含
めた戦略的なアプローチを取り入れる必要があると考えられる：

• ステークホルダーとの協力関係の構築
• リスクモニタリングを効率的に遂行するためのテクノロジーの導入
• 透明性を確保し、規制変更又は市場の変化に対して迅速に対応可

能なポリシー及びプラクティスの制定

　上述の要素を含めたアプローチが適切に運用されるためには、自社
のリスク管理部門において、サードパーティのリスク調査及びデュー
デリジェンスから契約終了に至るまでの継続的なモニタリングまで
のプロセスに対する管理体制を構築することが重要である。効果的
な管理体制の構築には一般的に次のステップが考えられる：

I. 管理対象とするサードパーティ及びそのリスクを特定
II. 現状のリスク管理をインタビュー並びに資料分析により把握し、

ベストプラクティスと比較したギャップ分析を実施
III. 管理体制の整備及び改善するために必要となる人材、スキル、

規程及びテクノロジーを検討及び導入

他国の ESG 規制動向と
ブラジルでのビジネスへの影響
　ブラジルにおいてサードパーティの観点から ESG に係るコンプラ
イアンスを規制する法令は成立していないものの、ESG に係る法令
に関して施行が先行している欧州連合を参考とすることが多い。同
地域における規制動向を把握することは、将来的なブラジルの ESG
関連のコンプライアンス規制を予測する上での参考となりうる。ま
た、欧州連合へ直接的に輸出していない在伯日系企業でも、同地域
への輸出を行っているサプライチェーンに組み込まれている場合、
一部規制の対象となる可能性があるため留意が必要である。

最後に
　ESG リスクのマネジメントにおいては、本記事で触れたように、
自社のみならずサードパーティを含めたサプライチェーンにおける
生産活動、物流及び法令のコンプライアンス等、事業活動における
様々な領域から発生するリスクを管理する必要がある。

　サードパーティに起因する ESG リスクはブラジルにおいても年々
その注目されつつあり、近年において発生したサードパーティに起
因する事件により企業が被った財務上の損失及びレピュテーション
低下は、こうしたリスクに対するマネジメントの重要性を物語って
いる。他方、ESG リスクに対して適切な管理体制を整備している企
業は、社会及び環境への貢献のみならず、ESG 要素を重要視する消
費者に対するブランド力向上及び投資判断に ESG 要素を取り入れる
投資家の呼び込みに繋がっており、競争上の優位性の確保に一役を
買っている。ブラジルで活動する企業においては、リスクの顕在を
抑止する視点だけでなく、事業成長の一助の視点として ESG リスク
への対応を検討することが重要と言えるだろう。

  連 載 ★勘どころ 〜税務＆ホットトピック〜

サードパーティに起因する
ESGリスクのマネジメントと
企業責任における課題 天野義仁

（KPMG ブラジル
ジャパンデスク

責任者）

佐々木健文
（KPMG ブラジル

ジャパンデスク
マネージャー）

Honda, Kin
（KPMG ブラジル

ディレクター）
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エ ッ セ イ

21 世紀の日系移民
　今年の 5月から、筆者が編集するブラジル在住の日本人向
けのフリーペーパー「ピンドラーマ」で「21世紀の日系移民」
と題したインタビュー記事の連載を始めた。2001 年以降にブ
ラジルに移り住んだ比較的若い世代の人たちが何を求めてブラ
ジルに来て、現在どのような生を送っているかを筆者自身が知
りたいと思ったためだ。まだ4名（全て女性）にしか話しを聞
いていないが、彼女らが皆自分がやりたいと思っていたこと -
ブラジル音楽の演奏家 、芸術家、サンバダンサー、ヨガ講師に
なること - を実現していることに驚くと同時に「やっぱりな」
とも思った。それは筆者が19年前にブラジルに移住してから
常に感じていた、ブラジルという土地が持つ「浮力」の存在を
裏付けてくれたからだ。

ブラジルの「浮力」
　移住する1年前に初めてサンパウロのグアルーリョス空港に
降り立った時に心身共に感じた軽さ、「あれっ、何か身軽になっ
たな」という感覚は今でも覚えている。1か月の滞在中その身
軽さはずっと続き、ブラジル移住を決める最大の要因となった。
移住後の生活もこの「浮力」のおかげで色んな面で助けられた。
このブラジルの「浮力」を説明するには「重力」の国日本と比
較するのがわかりやすいだろう。

「重力」の国日本
　これから記す内容は筆者が生まれてから40年間日本（東京
都）で暮らしていた時に実感し、また何度か帰国した際にも再
認識したことだが、あくまでも個人的な見解で「これが日本の
真実の姿だ！」と強く主張するつもりはない。
1.「視線」から受ける圧力
　日本では街中を歩いていても、電車に乗っていてもお互いを無
意識に監視することが身体化されている。常に社会のコード（共
通規範）から逸脱していないかお互いにチェックし合っているの
だ。
　ブラジルには共通の社会規範がほとんどなく、「自分は自分、
他人は他人」という考えが徹底しているので、街中で人の視線
を感じることはほとんどない。小さなことのようだが、これが
どんなに気持ちを軽くしてくれることか。
2.「個」と「社会」
　日本では「個」よりも自分が属する「集団」を優先するよう
子どもの時から叩き込まれる。「個」の幸せは「集団」の繁栄
の下に常に置かれる。
　ブラジルでは「個」の幸せを追求することが最優先され、「集

団」のために「個」を犠牲にするという発想自体がない。例え
ば、家庭の事情で仕事を休む場合も日本のように罪悪感を感じ
たり、感じさせたりすることはほとんどない。
3. 労働時間の質
　日本では勤務時間内は常に何か仕事をしていなければならな
い。与えられた仕事が終わっても、自分で何かやることを探す
か仕事をしているふりをしなければならないのだ。ブラジルで
は勤務時間中でもやることがなければ従業員同士で会話した
り、休憩するのが当たり前だ。1日の一番活動的な時間を労働
に100%費やすのと（それが通常40年くらい続く）、労働し
ている間も人間的なゆとりを持って過ごす人生とどちらが豊か
だろうか。2年前帰国した時、地下鉄の改札に駅員が立ち、乗
客一人一人に「お疲れ様、お疲れ様」と声をかけているのを見
た時は絶句した。
4. 同調圧力
　今まで散々言われ尽くしたことだが、日本は個性を主張する
よりもまわりに同調することを強く求められる社会だ。日本人
は生まれた時から死ぬまで「日本人養成ギブス」を付けて生き
ねばならない。その結果均質で安定した社会が営まれるが、「ギ
ブス」で締め付けられた人生は窮屈なことこの上ない。
　ブラジルは色んな人種が共存する「移民の国」なのでモデル
となる「ブラジル人像」など成立不可能だ。皆てんでばらばら
に言いたいことを言い、したいことをして生きている。日本の
ように安定した社会は望みようもないが、穴だらけの社会の方
が風通しが良くて生きやすいと筆者は実感する。
5. 「今」を生きているか
　日本人は「良い大学に入るために」小学生の時から何年間も
受験勉強を続け、「老後のために」収入の大半を貯金にまわす等、
「未来」のために「今」を犠牲にすることが良しとされる。そ
の結果、「今」を本当に生きることができていないのではないか。
　ブラジル人は「未来」のことを考えるのは苦手で、「今」し
たいこと、「今」楽しめることをとにかくやろうとする。人生
は結局「今」にしかないのだから、「今」に集中し「今」を豊
かに生きる方が充実した人生だと筆者は強く思う。

ブラジルへの誘い
　最後に上述の「21世紀の日系移民」第4回に登場した女性
の言葉を記す。
　「日本社会で窮屈な思いをしている人は一週間で良いからと
りあえず来てみれば良い。そうすれば日本社会で当たり前のこ
とが実は当たり前ではないことが見えるはず。情報社会の中、
他人と比べて劣等感を持ってしまっている人も、ブラジルでは
あるがままの自分を肯定できるようになり、ただ生きているだ
けで幸せだと思えるでしょう」（ヨガ講師の鈴木友紀菜さん、36歳）。

浮力の国ブラジル
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布施直佐
（『ピンドラーマ』誌編集長）

パリ五輪  ～ブラジル　　選手の活躍～

全体として、女性パワーが歴然
　パリ五輪でブラジルが獲得したメダルの数は総計20個（金メ
ダル３、銀メダル７、銅メダル 10）であったが、男女別でみる
と、女性12、男性７、混合１、となっており、三つの金メダルは
すべて女性によるもの、種目別でみると、体操女子ゆか（レベッカ・
アンドラーデ）、柔道78kg級（ベアトリス・ソウザ）、ビーチバ
レー（アナ・パトリシア＆デューダ）、であった。今回のブラジル
勢の活躍は女性パワーに支えられた。
　象徴的な例がサッカーだ。前回の東京大会では、決勝
戦でスペインを下して金メダルを獲得したブラジル男子
チームだったが、今回は、南米予選の段階で敗退し、パリ五輪に
参加すらできなかった。一方、女子チームは、決勝戦で惜しくも
米国に負けてしまったが、激戦を勝ち抜いて銀メダルを
手にした。また女子バレーも3位決定戦でトルコを打ち
負かし銅メダルを獲得した。　

体操女子を牽引したレベッカ・アンドラーデ
　東京大会では新星であったレベッカ・アンドラーデは、二つの
メダル（個人総合で銀メダル、跳馬で金メダル）を獲得して注目
を浴びたが、今回のパリでの活躍は東京を遥かに凌駕する素晴ら
しいものであった。女子個人総合では銀メダル、団体総
合で銅メダル、ゆかで金メダル、跳馬で銀メダルと4つ
のメダルを獲得したが、米国のシモーン・バイルスとの

好対決に世界中のファンが惜しみない拍手を送ったのであった。
オリンピック体操競技において三人の黒人選手（レベッカ＋シモー
ン＋ジョーダン・チャイルズ）が表彰台を独占したのは史上初め
てで、この感動的シーンを掲載したXの五輪公式ページの表示回
数は2,600万だった。

柔道でもまずまずの健闘
　女子78kg 級で金メダル（B. ソウザ）、男子66kg 級で銀メダ
ル（W. リマ）、女子52kg級で銅メダル、混合団体で銅メダルと
柔道部門では4つのメダルを獲得した。

男子の活躍
　銀メダルは、20㎞競歩のカイオ・ボンフィン、柔道66㎏級の
W.リマ（阿部一二三に負けた）、カヌー男子1,000mのイザキアス・
ケイロス（5つ目のメダル）。銅メダルでは、スケートパー
クのアウグスト・アキオ、サー
フィンのG. メディーナなど。

前回の東京大会との比較
　東京五輪でブラジルが獲得したメダル数は、金７、銀６、銅６、
計21個で、これがオリンピックにおいてブラジルが獲得したメダ
ルの数ではベストであった。今回のパリ大会の結果は、この東京
での記録に次ぐもので、「まずまず健闘した」と評価できるだろう。

　13年前、私が小学6年生の時にブラジル人との交流で感

じた衝撃的な魅力を、私はいまだに言語化できていない。当

時自分が所属していた子ども合唱団で、ブラジル訪日団の歓

迎演奏をした時のことである。頻繁に訪日外国人に歓迎演奏

をする機会はあったが、その日は私にとって格別な思い出と

なった。

　いつものように舞台用の衣装を着て、演奏のリハーサルを

し、一人一人が迎え入れるための国旗やウェルカムボード

など小道具を手に持った。小学6年生という年齢だった私

は、その小道具の数が足りず、自分が手拍子で迎えることが

とても不服であった。もちろん今考えると仕方のないことな

のだが、当時はそれが大問題であった。不満を抱えつつ歓迎

演奏を終えた私に、一人のブラジル人女性が私にブラジルの

国旗を貸してくれた。自分も小道具を持って歓迎ができる嬉

しさもあったが、何よりもたった一人のために心を使ってく

れた真心が嬉しかった。歓迎会が終了した後、旗を返そうと

彼女に話しかけると、「É para você」と私にその旗をくれ

た。会が終了しても終わらない彼女たちの歌とダンスに、私

は何とも言えない魅力を感じた。心からブラジルを訪れたい

と思った。

　それから彼女にどうしてもお礼を伝えたいと思った私は、

ありとあらゆる大人の力を借りて、数年越しに彼女に手紙を

書き送った。そこから彼女とは文通をするようになり、お返

事をくれる度、ブラジルを訪れたいとの思いはより濃くなっ

ていった。

　大学生になった私は、交換留学でブラジルに行くことを決

めた。面接時にその動機を話すことはとても困難だったが、

研究分野とうまく絡み合わせ、ついにブラジルに行くことが

できた。そして、リオデジャネイロに住む彼女と再会を果た

すこともできた。カーニバルの間は彼女の家でお世話になっ

たが、約10日間彼女の家族と過ごした時間は、ブラジルの

魅力を再認識し、さらに没入するには十分な時間だった。

　ブラジルへの留学経験を話すと、ブラジルの何に惹かれた

のかを聞かれることがよくある。何年たっても、最初に彼女

と出会ったときに感じた魅力を上手く人に伝えることはでき

ていない。しかしあの日に感じたブラジルの魅力をより多く

の人に知ってもらえるよう、私自身もより多くのブラジルの

魅力に触れていきたいと思う。

私のブラジルとの出会い 加藤七海（元ブラジル留学生）
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2024年7月26日、訃報

　ブラジル北東部のペルナンブーコ州ベゼーホス市で生まれ育っ
た、ブラジル版人間国宝として国際的に著名な詩人・木版画家ジョ
ゼ・フランシスコ・ボルジェスが、7 月 26 日亡くなった。老衰
からくる多臓器不全であった由だ。享年 88。
　ペルナンブーコ州の地元紙（ディアリオ・デ・ペルナンブーコ、
ジョルナル・ド・コメルシオなど）はもちろんブラジルの主要紙

（フォリャ・デ・サンパウロ、エスタド・デ・サンパウロ、グロー
ボなど）も長文の追悼記事を掲載
し、彼のフォークアート作品の大
衆性と国際的普遍性を詳しく解説
していた。代表的な TV グローボ
のニュース番組ジョルナル・ナシ
オナルでは、10 分以上の時間をあ
てて、同局が以前放映した特集番
組を編集した映像を再放送しなが
ら、ノルデスチの生んだ偉大なアー
ティストを追悼していた。

ルーラ大統領の弔文

　同じペルナンブーコ出身であることもあって”同郷の友”とし
て親交のあったルーラ大統領はSNSに追悼文をアップしたので、
それを訳してみよう。
　「本日（7 月 26 日）、私たちはブラジルの誇る偉大な木版画家
ジョゼ・フランシスコ・ボルジェス、通称 J・ボルジェス、とお
別れをすることになった。独学で版画アートを学んだボルジェス
は、ペルナンブーコ州のアグレスチで子供の時から働き始めた苦
労人であった。彼のアート作品をローマ法王に私自身が手渡すこ
とができたことは本当に幸せであった。ボルジェス家の方々、友
人の方々、我が国の偉大なアーティストのファンの方々へ、哀悼
の意を表します。」

改めて、J・ボルジェスとは

　通称 J・Borges（ジョッタ・ボルジェス）で知られた彼は、
1935 年、貧しい農民の息子としてベゼーホスで生まれた。自活
のため子供時代から農地で働き、木工所で働いていた 10 歳の時
は、木製のお玉（しゃもじ）を自分で作って朝市で売ったり、サ
トウキビ工場でも工事現場でも働きづめの勤労少年であった。学
校 は 12 歳 の
時 10 か 月 ほ
ど通っただけ
で、読み書き
も算数も独学

で身につけ、自ら詩を詠むように
なった青年時代、コルデル文学（中
世のヨーロッパで広く行われてい
た口承文学がポルトガル経由でノ
ルデスチに持ち込まれたもので、紐
でつるして売られた大衆韻文冊子
文学）に出会うことになって、彼
のアーティスト魂が目覚めること
になる。
　1955 年、彼が 20 歳の時、最初のコルデル冊子を発行すること
になるが、本来は、韻文を書く詩人とイラスト版画（表紙・裏表
紙）を描く画家は別なのだが、画家を雇うオカネもなかったので、
自分で彫刻刀を握って表紙イラストも手がけた。この金欠病のお
かげで、詩人にして木版画家というアーティストが”強制されて”
誕生した年となった。1960 年代から 80 年代にかけて、彼のアー
ティストとしての活躍はコルデル文学の範疇を越えていき、有名
作家（劇作家アリアーノ・スアスーナ、ウルグアイ作家エドゥア
ルド・ガレアーノ、ポルトガルのノーベル賞作家ジョゼ・サラマ
ゴほか）の著書の表紙イラストを手掛け、さらには TV ノヴェー
ラのオープニング・イラスト（1985 年大ヒットしたグローボの
連続テレビ小説“Roque Santeiro”など）も手がけたことで全
国的に知名度がアップ、さらに 2002 年の国連カレンダーにも作
品を提供している。昨年 2023 年には、ルーラ大統領のローマ法
王訪問の際、キリストと聖母マリアを描いたボルジェスの大作を
寄贈し、話題となった。

ピカソ・北斎そしてボルジェス・ジュニア　

　2002年3月27日に掲載されたニューヨークタイムズの長文ルポ
記事では、ボルジェスを「大衆文化の天才」にしてパブロ・ピカソ
に比するフォーク（民俗）アートの巨匠、と紹介し、さらに葛飾
北斎との類似点まで言及していたが、筆者としては、北斎よりも「ブ
ラジルの棟方志功」といったほうがわかりやすいと考えている。
　周知の如く、棟方の学歴は尋常小学校卒で油絵も版画も独学で
学び、独自の木版画芸術世界を構築したが、ボルジェスも独学で
ポルトガル語も版画も学び、世界的に知られるアート作品群を制
作した。能弁ではなかった棟方は津軽弁で訥々と語り、ボルジェ
スはノルデスチ方言による口承文学の語り手でもあった。
　ボルジェスには、18 人の息子・娘がいるが、17 番目のパブロ
が父親の仕事を引き継いで木版画家として活躍中である。コロリー
ダス㈱の山本康子さんが、2019 年 11 月、パブロを日本に招待し
て、東京で木版画ワークショップを行ったが、この時参加した筆
者はパブロと 30 分以上フリーな会話を交わすことができた。手
先の器用な版画家でありながら、会話コミュニケーション能力も
高いナイスガイで、ボルジェス・ジュニアとして新しい境地を切
り開いていくものと期待している。

連載 文 化 評 論
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追悼：版画家ジョゼ・フランシスコ・ボルジェス（1935〜2024）
「ブラジルの棟方志功」の
ローカルを越えた普遍的魅力
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岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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▼セルタネージョ（内陸部住民）の引越︎

Foto: Ed Machado / Arquivo Folha de Pernambuco

◀︎コルデル詩を朗誦する人々▶
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